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日本では時とともに、非正規雇用の増加と婚姻の低下が生じた。これらの事実の間の関係を明らかにするため、本論文は日本の労働力調査ミクロデータを用いて年間の配偶状態間の移行が就業状態等、特に男性の正規・非正規雇用者間でどのように異なるかを探求する。様々な年齢層において、学歴をコントロールした後でも非正規雇用男性の結婚オッズ比は正規雇用男性と比べ30%から40%低いことが示されている。また、夫が非正規雇用の夫婦の離婚オッズ比は、夫が正規雇用の夫婦と比べて2倍以上であることが示されている。我々の分析は、非正規職にある日本の男性が安定した婚姻関係を享受することの難しさと、その地域的な違いを浮き彫りにしている。
